
朝
露
に
可
憐
に
咲
い
た
ほ
た
る
草

移
ろ
い
安
く
儚
く
美
く
し

石
坂
　
　
永
留
　
妙
子

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
逝
去
の
ニ
ュ
ー
ス
あ
り

戴
冠
式
を
若
き
日
に
観
つ

福
岡
市
　
　
横
山
　
タ
ミ
子

誰
が
言
か
秋
思
は
無
限
春
愁
も

恋
の
愁
ひ
も
こ
の
世
に
無
限

青
山
　
　
磯
村
　
順
一
郎

ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
「母
が
教
え
て
く
れ
た
歌
」に

心
を
洗
ひ
一
日
を
終
へ
る

都
府
楼
南
　
　
猪
俣
　
泰
夫

少
し
ず
つ
動
き
始
め
る
日
常
も

放
生
会
に
は
チ
ャ
ン
ポ
ン
は
無
く

五
条
　
　
大
穂
　
聡
子

人権標語

介
弘
　
紀
子
　
選

夜
寒
さ
や
阿
蘇
の
星
空
震
へ
を
り

大
野
城
市
　
　
田
代
　
り
え
子

溝
川
に
触
れ
ん
ば
か
り
に
野
菊
垂
れ

朝
倉
市
　
　
鶴
田
　
ゆ
き

特
急
の
通
過
し
て
ゆ
く
駅
夜
寒

長
浦
台
　
　
徳
賀
　
美
智
子

一
句
捨
て
二
句
目
も
捨
つ
る
夜
寒
か
な

う
き
は
市
　
　
中
川
　
寿
朗

大
菊
の
青
空
に
向
く
白
さ
か
な

う
き
は
市
　
　
公
畑
　
勲

佐
々
木
　
甘
露
子
　
選

訪
へ
ば
父
母
無
き
庭
の
露
あ
ま
た

福
岡
市
　
　
北
川
　
朴
洋
子

遠
き
ふ
る
さ
と
ひ
と
り
居
の
盆
の
月

福
岡
市
　
　
宮
津
　
英
里
子

葉
の
上
の
無
垢
の
ひ
か
り
や
朝
の
露

青
葉
台
　
　
彦
坂
　
正
孚

露
の
世
の
露
の
身
と
知
る
我
も
ま
た

福
岡
市
　
　
塩
飽
　
た
か
子

花
茗
荷
凛
と
咲
き
た
る
屋
敷
跡

筑
紫
野
市
　
　
寺
田
　
恵
子

菅
井
　
久
美
子
　
選

杉
玉
の
青
々
あ
り
て
新
酒
か
な

大
野
城
市
　
　
稲
岡
　
と
み
子

グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
掴
ん
で
放
す
秋
の
風

高
雄
台
　
　
川
路
　
泰
子

駅
毎
に
変
は
る
町
並
秋
の
風

大
佐
野
台
　
　
金
丸
　
恵
子

都
府
楼
に
残
る
二
本
の
柿
の
秋

筑
紫
野
市
　
　
名
本
　
剛

梢
高
く
一
点
の
朱
や
木
守
柿

福
岡
市
　
　
工
藤
　
友
子

小
池
　
一
恵
　
選

人
情
の
欠
片
を
探
す
都
市
砂
漠

水
城
ヶ
丘
　
　
植
村
　
克
志

一
人
で
も
い
つ
も
ふ
た
り
で
生
き
て
い
る

福
岡
市
　
　
王
丸
　
真
知
子

焼
酎
を
熱
燗
に
替
え
鍋
つ
つ
く

春
日
市
　
　
大
塚
　
茂

金
継
ぎ
に
日
の
目
を
み
た
い
ひ
と
欠
片

都
府
楼
　
　
杉
　
良
子

ス
ト
レ
ス
が
溜
り
溜
ま
っ
て
コ
ッ
プ
酒

大
野
城
市
　
　
高
原
　
正
和

持
永
　
真
理
子
　
選

安
息
の
大
地
の
匂
ひ
末
枯
る
る

東
観
世
　
　
中
島
　
祝
乃

年
尾
忌
の
吟
行
日
和
導
か
れ

観
世
音
寺
　
　
山
口
　
律
子

畦
道
で
お
し
や
べ
り
し
て
る
案
山
子
達

連
歌
屋
　
　
吉
嗣
　
の
り
子

朝
刊
を
読
ん
で
一
息
文
化
の
日

五
条
　
　
兼
田
　
和
加
子

銅
の
鍋
を
磨
い
て
冬
支
度

小
郡
市
　
　
宮
原
　
勝
彦

筑陽学園中学校１年　　北島　樹さん

相手の気持ちを考えて
　　発言しよう
　　　　　心のマスク

きたじま いつき

皆さん、前回韓国コラム10月号で紹介した百済文化祭を覚えていますか？

百済文化祭は本市の姉妹都市扶餘郡で毎年開催される大きなお祭りです。本

年はＰ4の記事のとおり扶餘郡を訪れ、姉妹都市承継10周年記念友好調印式を行

うとともに、百済文化祭を見学しました！通訳として同行したため、私が見た百済

文化祭を紹介したいと思います。

今回は「百済の光と香り」というテーマにふさわしい、さまざまなライトアップが

されていました。まず立ち寄ったのは、昔、王官の後苑や百済滅亡期の最後の砦と

して利用されていた扶蘇山城です。華やかな明かりで建物が照らされ、さらに壮大

な音楽で迫力を感じることができました。

百済文化祭のメイン舞台ともいえるグドゥレイベント会場は、昔、「白村江の戦

い」がその河口で行われたとされる大きな川の沿岸にあります。歌手が会場を大い

に盛り上げ、多くの観客の熱気を感じることができました。

そして建物に入るたびにすごくいい香りがして、何の香りだろうとすごく気になっ

ていたのですが、何と蓮の花の香りでした！蓮の花

は扶餘の郡花で、扶餘を代表する花です。７月には

この蓮の花をテーマにソドン蓮の花まつりが毎年開

かれています。建物ごとに蓮の花の香りがするよう

に細かく準備したのもすごいと思いました。

今回は私たちが行ってきた百済文化祭について紹

介しましたが、いかがでしたか？百済文化祭は来年

も開催される予定ですので、今回のコラムで興味を

持った人は来年訪問してみてはいかがでしょうか？

百済文化祭に行ってきました！

（太宰府市国分）池坊流

花材 松、鶏頭、桧扇、ホルト など

篠原　静子

（応募時）

しのはら しず  こ

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

みんなの
としょかん●小説　水底のスピカ（乾ルカ／著）　天下大乱（伊東潤／著）　麻阿と豪（諸田玲子／

著）　はぐれんぼう（青山七恵／著）　濱地健三郎の呪える事件簿（有栖川有栖／著）　

首切り島の一夜（歌野晶午／著）　リバー（奥田英朗／著）　夏日狂想（窪美澄／著）　

シャドウワーク（佐野広実／著）　しろがねの葉（千早茜／著）　仕掛島（東川篤哉／著）

イコトラベリング1948‐（角野栄子／著）　このやさしき大地（ウィリアム・ケント・ク

ルーガー／著）　真夜中の密室（ジェフリー・ディーヴァー／著）　　

●随筆・詩などの文学　湊かなえのことば結び（湊かなえ／著）　宗祇筑紫道紀（米村純

子／編）　編めば編むほどわたしはわたしになっていった（三國万里子／著）　１と０と加

藤シゲアキ（加藤シゲアキ／文・編）

●その他の本　55歳からの新しい食卓（上田淳子／著）　生き物たちよ、なんでそう

なった！？（五十嵐杏南／著）　あなたのまわりの「高齢さん」の本（佐藤眞一／著）　茶

花の見分けかた、育てかた（塩見亮一／著）　歴史をこじらせた女たち（篠綾子／著）

『このやさしき大地』
ウィリアム・ケント・クルーガー

早川書房

『水底のスピカ』
乾ルカ

中央公論新社

『湊かなえのことば結び』
湊かなえ

角川春樹事務所

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６
http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和4年10月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
4年

12 5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

4

11

18

25

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来館の際はマスク着用などの協力を
お願いします。

古
代
大
宰
府
の
軍
事
的
機
能
　
~
防
人
と
そ
の
役
割
~

私
は
古
代
大
宰
府
の
歴
史
を
、
対
外
的
機

能
・
軍
事
的
機
能
・
管
内
支
配
機
能
と
い
う

３
つ
の
役
割
か
ら
考
え
る
試
み
を
続
け
て
い

ま
す
。こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
軍
事
的
機
能

に
つ
い
て
少
し
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

九
州
に
お
い
て
は
、
白
村
江
敗
戦
翌
年
の

天
智
天
皇
３
(
６
６
４
)
年
、
壱
岐
・
対
馬
・

筑
紫
国
な
ど
に
「
防
」(
防
人
の
配
備
地
)
と
烽

(
の
ろ
し
)
を
置
き
、
ま
た
筑
紫
に
水
城
を
築

い
た
こ
と
が
、『
日
本
書
紀
』
と
い
う
書
物
に

み
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
大

野
城
・
椽
城
(
基
肄
城
)
を
築
い
た

こ
と
も
み
え
ま
す
。
私
は
、
こ
う
し

た
白
村
江
敗
戦
後
の
措
置
が
、
後
の

大
宰
府
に
お
け
る
軍
事
的
機
能
の

淵
源
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
そ
れ
は

以
前
か
ら
大
陸
や
半
島
に
最
も
近

い
位
置
に
あ
っ
た
筑
紫
が
担
っ
て

き
た
軍
事
上
の
役
割
を
背
景
と
し

た
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
「
防
」
と
表
記
さ
れ
た
防
人

に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
記
録
が
『
日
本
書

紀
』
に
５
点
確
認
で
き
ま
す
。『
日
本
書
紀
』

は
、
奈
良
時
代
に
な
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
過
程
で
加
筆
・
修
正
さ

れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
す
べ
て
を
鵜
呑
み
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
防
人
に
つ
い
て

も
、
そ
の
初
見
は
大
化
２(
６
４
６
)年
の
、
い

わ
ゆ
る
大
化
改
新
詔
で
す
が
、
こ
れ
は
後
の

律
令
条
文
な
ど
に
よ
っ
て
書
き
換
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
全
幅

の
信
頼
を
置
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
先
の
天
智
天
皇
３

年
の
記
録
が
防
人
制
の
初
見
で
あ
り
、
そ
れ

が
白
村
江
戦
の
直
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
敗

戦
後
の
防
衛
体
制
の
一
環
と
み
る
の
が
、
現

在
の
一
般
的
な
理
解
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

一
方
で
立
教
大
学
名
誉
教
授
・
野
田
嶺
志

さ
ん
は
、
日
本
古
代
軍
制
史
を
検
討
す
る
中

で
、
防
人
制
の
成
立
を
持
統
天
皇
３
(
６
８

９
)
年
に
み
え
る
防
人
の
記
録
に
求
め
ま
し

た
。ま
た
防
人
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
白
村
江

敗
戦
に
伴
う
対
外
的
な
防
衛
と
い

う
よ
り
も
む
し
ろ
、
筑
紫
地
域
に
律

令
制
の
基
盤
を
形
成
す
る
こ
と
に

あ
り
、
い
わ
ば
国
内
的
な
要
因
に

よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
も
の
と
み
て

い
ま
す
。
こ
の
野
田
さ
ん
の
見
解

は
、
40
年
以
上
も
前
に
示
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
近
年
の
研
究
の
中
で
も

し
ば
し
ば
ふ
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
見
解
と
、
先
述
し
た
一
般
的
理
解

と
を
い
か
に
関
連
づ
け
て
解
釈
で
き
る
か
が

大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
防
人
制
が
九
州
固
有
の
軍
制
で
あ
る

こ
と
も
踏
ま
え
て
、
今
一
度
検
証
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　【
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら
】

　
　
　
　
　
ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
７
２
４
１

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
　
重
松
　
敏
彦

～公文書館だより 　～104

は
く
そ
ん
こ
う

て
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じ

ぼ
う

さ
き
も
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だ
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と

う

れ
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う

き
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じ
ょ
う

し
げ 

ま
つ

と
し 

ひ
こ

し
ゅ
う
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う
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扶蘇山城山門のライトアップ

夜の舞台の歌手と多くの観客
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